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1 　本書は，Sarah Banks (2012), Ethics and Values in Social Work, 4th edition, Lon-
don: Palgrave Macmillan の翻訳である。また本書には，原著者による「日本語版への
序文」と監訳者による「解題」も収録してある。

2 　原文にある “　” は，「　」で表記した。また原著の書名や人名以外のイタリック
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